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●あなたは時代の変化を感じていますか？
「この10年を振り返っても，医療分野の技術革新は著しく…」と書くと，検査技術や治療技術
の変化のことかと感じるかもしれません．確かに，これまで行われていた開腹手術は腹腔鏡手術
へ代わり，カテーテル検査も心臓CTへ，心臓外科手術もカテーテル手術へととって代わっていま
す．しかし，研修中のあなたが感じるべき変化は専門検査・治療ではありません．あなたが感じ
るべき最大の変化は学習法です．10年前と違い，書店に行くとさまざまな分野の難しかった専門
書が今やコミックのようにわかりやすく説明されている本がたくさん並んでいます．そして，イ
ンターネットで検索すれば，一般の人でもわかるような説明が，まれな疾患ですら丁寧に解説さ
れています．さらに，インターネットを通して全国のありとあらゆる勉強会の情報が得られ，全
く出会うはずのなかった，他県の志の高い研修医どうしが集まり，情報共有する時代です．すな
わち，学びたいと思う人はわかりやすい教科書から，インターネットで原著論文まで読み，その
情報を本当に信用していいのか同志に確認する作業まで行うことができます．情報がこれほど簡
単に入ると，自分で学ぼうとする医師と他人任せ（特に上級医の助言）の情報に依存する医師と
では信じられないほど差がついてしまう時代になっているのです．時代の流れを感じない人は，必
ず時代から置いていかれ，ジジくさい若手医師になってしまいます．だから，皆さんにはとにか
く好きなこと（分野）を探してとことん学び，共有することをお勧めします．
医療面接・身体診察は医師という仕事の原点に位置する技術です．本書は前述したような今の

時代を感じる医療面接・身体診察大好き医師達が集結し，これまで伝えられていなかった，古く
て新しい医療面接・身体診察の書です．一見当たり前に見えても実際行うは難しい内容が現場視

点で書かれています．

●身体診察の知識は臨床に生かしてはじめて意味がある
身体診察技法の習得に悩んでいるのは決して若手医師だけではありません．卒後臨床研修制度

がはじまったのは私が医学部6回生のときでした．それまでは医師のほとんどが大学医局に入局
し，それぞれの専門診療科の研修を積み，現在の指導医になっています．全身の身体診察を系統
的に誰かから教わって指導医になったという先輩医師がきわめて少ないのは当然です．われわれ
の先輩医師のほとんどが身体診察技法を教えてもらっていないのです．では身体診察を疎かにし
ている現場はどうなっているのでしょうか．問診はするものの，ほとんど診察されずにCTやMRI
の検査に走っている現場になっていないでしょうか．例えば，咳や痰の主訴だけを聴いてほとん
ど診察せずCTを撮影している現場です．そこに身体診察好きの研修医が時間をかけて診察してい
ると，指導医から「そんなのいいから早く検査しろ」という言葉が飛んでくるかもしれません．し
かし，われわれはこのような言葉に屈してはいけません．なぜならば身体診察の最大の教師はベッ
ドサイドの患者だからです．本書は身体診察の教科書はこれまで読んだけど，それでも上手く臨
床に使うことができない，という疑問に答える内容になっています．知っている診察技法でも，
「あれ？使っていないな」「これ，やったことないな」と思える手技はぜひ読み飛ばすのではなく，



立ち止まり，印をつけて目の前の患者さんのところに足を運んでください．身体診察の知識に命を吹き込むのは
あなたなのです．

●情報収集だけが医療面接ではない
医療面接は，刑事さんの尋問ではありません．なぜならば医療面接は診断のための情報収集だけが目的ではな

いからです．確かに，詳しく病歴を聴取することで患者も意識していなかったことが診断につながることもあり
ます．しかし，患者との医療面接という対話は，話すスピード，抑揚，目の動きなどから患者の心の動きを読み
とることができますし，われわれの質問の仕方，話の聞き方が患者の心に伝わります．ですので，病歴聴取や病
状説明の最中に患者は泣き出すかもしれません．本書と他書の医療面接の書籍との最大の違いは，医療面接が情
報収集だけではなく，患者の心も読み解くという技を披露しているところです．臨床の現場では問診自体が難し
い患者を毎日のように診察しているのに，教科書のなかでは問題になっていないことは多々ありますが，本書で
はその問題に直球で挑んでいます．

●医学はサイエンスに支えられたアート（芸術）である
約150年前，今日の医学教育の基礎を築いたウィリアム・オスラー先生のこの言葉が今，この時代になって本

当に必要になってきました．以前ならば知識をたくさんもつ医師が尊敬されていましたが，その知識は膨大にな
り日々変化し，専門領域にしてもすべてを覚えておくことはできなくなりました．それに呼応するように，情報
にいつでもアクセスできる時代になりました．スマートフォンを開けばいつでも世界中の論文を読むことができ
ます．しかも，医師ではなく，一般人も閲覧可能なのです．さらにその先の未来にはAI（人工知能）の時代がす
ぐそこまで来ています．
サイエンスとはエビデンスに基づいた学問に例えることができます．ではアートとは何か．日本語にすると

「芸術」と訳することができます．芸術には絵画や彫刻といった形を残すものと，音楽や演劇といった無形のもの
があります．絵画や音楽などの芸術を観たり，聴いたりするとわれわれは，嬉しい気持ちやすがすがしい気持ち
あるいは悲しい気持ちになります．鑑賞するだけで涙を流すこともあります．
医学はサイエンスに支えられたアート（芸術）である．
あなたが行う医療面接，身体診察といった医療行為を「芸術」として体現できるのならば，患者の声に耳を傾

け，患者の身体に手をあてるだけで患者の癒やしとなり，感動を与えることができるのです．
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